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開催にあたって 
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経緯（１） 
 地球シミュレータとともに（1998年から） 
 地球温暖化予測をより信頼できるものに 

CTL:Cartridge Tape Library system 
Magnetic Disk system 

IN Cabinets (65) PN 
Cabinets 
(320) 

Double Floor for cables 

Power Supply system 

Seismic Isolation system 

Air Conditioning system 

Electromagnetic Shield 



経緯（２） 

 2002年度ー2006年度 
 人・自然・地球共生プロジェクト 
 高分解能気候モデルの開発 

 2007年度ー2011年度 
 21世紀気候変動予測革新プログラム 
 気候変動予測の高度化 

 



経緯（３） 

 2012年度ー2016年度 
 気候変動リスク情報創生プログラム 

 
 気候システ
ムの理解と
気候モデル
の開発 

地球シス
テムモデ
ルとシナ
リオ開発 

より細
かな情
報の作
成 

リスク情
報の生
成 



異常気象の多発は、地球温暖
化のせい？ 





データがないのでわからないで
しょう？ 

 「本当は、昔は、もっと暑かったかもしれな
い」 

 昔の気候状態は、どんなであったか？ 



リスクとは 

 人間社会に不都合な状態、あるいは、そ
れを引き起こすこと 

 ハザード、暴露、脆弱性で決まる 
 ハザードとは、リスクを引き起こす可能性のあ
る気象・気候現象 

 暴露とは、人間社会と関係があるか？ 
 脆弱性とは、「備えあれば憂いなし」 



リスク情報のためには 

 いずれにせよ、時間的にも空間的にも細
かな気象・気候情報が必要 

 それが、可能か？ 
 その信頼性は？ 
 ダウンスケーリングと台風 
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